
 
 

２ 体育科・保健体育科の授業の充実
（１）発達の段階に応じた指導

学習指導要領では、生涯

にわたって運動に親しむ資

質や能力を育てることや、

健康の保持増進のための実

践力の育成と、（学校体育

における）体力の向上を図

ることが重視されています。

小学校では、運動実施状

況の二極化傾向や体力の低

下を踏まえて、「体つくり

運動」領域を低学年から位

置付け、６学年すべての学

年で指導します。

中学校では、多くの運動領域の学習体験をもとに、生徒一人一人に適した運動領域を選

択できるように、第１学年及び第２学年においては、すべての運動領域が必修です。

また「体つくり運動」の領域の内容「体力を高める運動」の中には、体の柔らかさ、巧

みな動き、力強い動き、動きを持続する能力を高めるための運動を行うとともに、それら

を組み合わせて運動の計画に取り組むことが示されています。

中学校第３学年、高等学校では、「体つくり運動」「体育理論」を除く領域から選択するな

ど、生涯にわたって豊かなスポーツライフを経験する資質や能力の育成が重視されています。

平成２７年度全国体力・運動能力、運動習慣等の調査結果によると、「保健体育の授業

を楽しいと感じている生徒」と「体力との関係」では、相関が非常に高いことが明らかに

なっています。こ

のことから運動が

苦手な児童生徒へ

の対応として、ま

ずは、体育の授業

を通して、運動が

好きになること、

指導者が運動の楽

しさを伝えるこ

と、体力の高め方

を身に付けさせる

ことなどが大切で

あると言えます。
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【指導内容の系統性・体系化】

指導内容の明確化により、その学年で何を教えるのか整理されています。学習指導要領

は指導すべき最低基準であり、発達の段階（時期）に応じて３つに分けています。（４－

４－４）①小学校の中学

年までは基本的に動くこ

と自体が楽しい時期です。

（これを授業の中で提供

できるかがポイントで

す。）②小学校高学年から

中学校では、ただ動くだ

けでは楽しめないので、

運動がもつ特性に確実に

触れさせる授業づくりが

必要です。③中学校第３

学年以降は、自分に合っ

た運動をより深めていく

授業づくりが必要となります。発達の段階を踏まえた上で、小学校から高等学校までをい

かにつないでいけるかが大切になってきます。

体育・保健体育の指導内容は、「技能」「態度」「（知識）、思考・判断」です。

態度の体系化では、①愛好的態度、価値的態度②公正③協力④責任⑤参画⑥安全、これ

らの態度をもって、豊かなスポーツライフにつなげます。

思考・判断の体系化では、小学校では、選び方を工夫→活動を工夫→課題の解決の仕方

を工夫、中学校では、運動の取り組み方を工夫、高校では、継続する取組の工夫をするこ

とになります。

知識については、小学校では、思考・判断に含まれており、中・高等学校では、特性の

成り立ち→技術の名称や行い方、伝統的な行動の仕方、運動観察方法→課題解決の方法を

知識として理解し、これらを豊かなスポーツライフの実現へつなげます。



【体つくり運動について】

小学校の低・中学年では、多様な動きをつくる運動遊びを通して、楽しく、様々な運動

をしながら、基本的な動きを身に付けます。

児童が夢中になって、跳んだり、はねたりする中で結果として体力が高まるという考え

方です。

小学校の高学年、中学校１・２年では、意図的に体力を高める段階となり、体力につい

ての知識も必要となります。

中学校３年・高等学校では、これまでの積み重ねによって、自己にあった運動の計画を

立てて取り組むことができ、将来にわたって運動に親しむ（豊かなスポーツライフ）こと

を考えて整理されています。

体育授業は、全ての児童・生徒が等しく経験する教育の機会であり、その中では一定の

運動量を確保するとともに、発

達の段階に応じた望ましい運動

実践及び理解と具体的な実践方

法を身に付けることが大切です。

そして、活動の場を広げて家庭

や地域と連携し、生活習慣を変

えることが必要です。

体育授業の充実を中心に、学

校教育活動全体、家庭、地域社

会との連携と広げていきましょ

う。



文部科学省より各学校へ配布（各一部）され

ています。また、DVD（小・中・高学年）も

配布されています。

平成24年3月に公表された幼児運動指針に対する

ガイドブックで体力向上の基礎を培う幼児期の遊

びや指導についての実践が示されています。



JSCが、文部科学省からの委託事業として「スポ－ツ事故防止対策推

進事業」を実施し、学校体育活動中における事故防止の意識啓発及び

更なる取組の充実に資するよう、重大な事故事例の発生原因・背景・

再発防止のために留意すべき点や方策について、分析したものを掲載

しています。

今年度、新たに出された器械運動指導の手引

です。DVDも付属してあり、子どもたちのつ

まずきを解決するための取組がよくわかり、

指導に生かせます。

【体つくり運動】小学校～高等学校まで

・ まるわかりハンドブックの内容をより具体的に示

してあります。

・ 指導と評価について、実践事例が詳しく示されて

います。


